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１．はじめに

　万之瀬川は鹿児島県の薩摩半島に位置し（図

１）、川辺、金峰、加世田を経て東シナ海に注ぐ

雄大な川であり、そこには多くの動植物が生息し

ている。その万之瀬川をフィールドとして万之瀬

川の自然を守る会は、自然観察会の実施や自然保

護の普及啓発活動を行っている。当地では主なも

のとしてハクセンシオマネキ、ハマボウ、冬に越

冬のために訪れるクロツラヘラサギなどが生息し

ており興味対象となっていた。しかしながら、当

該地は人家の裏や路地を抜けてたどり着くような

観察ポイントが多く、ハクセンシオマネキなどに

ついては生息しているのは聞いたことがあるが、

見たことはないなどの話も寄せられていた。また、

たくさん生息しているのではと言われていたハク

センシオマネキなどがいったいどのくらい生息し

ているのかを正確に調べたデータは乏しい状況に

あった。

　そこで万之瀬川の自然を守る会では万之瀬川の

自然を次世代に残す取り組みとして普及啓発活動

に力を入れるとともに、当該地に生息するハクセ

ンシオマネキやクロツラヘラサギなどの調査活動

を行いデータをとりまとめた。

図１参照

２．活動概要

①自然観察会の実施

　万之瀬川の状況を広く知ってもらうために自然       

観察会を実施。特に次世代に残していく取り組み

の観点から子供たちを対象に行う観察会を企画実

施した。

②普及啓発活動の実施

　①の自然観察会の実施に併せ、普及啓発活動と

して万之瀬川の自然環境を紹介した下敷きやパン

フレットを作成し、自然観察会の参加者などに配

布し理解を深める材料とした。なお、配布に際し

てはTaKaRa ハーモニストファンドの助成金を

活用している旨をＰＲした。

③ハクセンシオマネキ調査活動

　万之瀬川に実際にどの位のハクセンシオマネキ

が生息しているのか、またどの付近に多く生息し

ているのか調査を行った。年に数回の調査活動を

行いデータを収集。　

④クロツラヘラサギ調査活動

　万之瀬川に冬の越冬としてどの位のクロツラヘ

ラサギが渡来しているのか調査活動を行った。年

に数回の調査活動を行いデータを収集。　

⑤ハマボウ調査活動

　万之瀬川にどのくらいのハマボウが生育してい

るのか、またどの付近に多く生育しているのか調

査活動を行った。年に数回の調査活動を行いデー

タを収集。

３．活動方法

①自然観察会の実施

代表　中島　耕作 鹿児島県
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　新聞等を活用し広報の実施に努めた。参加者を

募り保険をかけ観察会を実施。当日は集合場所と

して鹿児島県吹上浜海浜公園管理事務所前を提供

していただいた。

②普及啓発活動の実施

　普及啓発活動用の下敷きやパンフレットを作成

するにあたり、今までの活動資料等も活用しなが

ら作成を行った。レイアウトや内容など何度も検

討を行った。

③ハクセンシオマネキ調査活動

　万之瀬川の生息箇所に実際に足を運び、５０cm

四方の方形枠（写真１）を使用し、生息している箇

所にてハクセンシオマネキの穴をカウント。また、

巻き尺などを使用し当該地の面積を計算しカウン

トした数値と併せ算出した。満潮時では生息する

穴が海面下になるため干潮時を選び活動を実施。

写真１（調査用方形枠）参照

④クロツラヘラサギ調査活動

　冬の期間、クロツラヘラサギ渡来状況を双眼鏡

等を使用し確認した。また、クロツラヘラサギは

干潮時に行動することが多いため特に潮見表を活

用した。

⑤ハマボウ調査活動

　現地での活動と航空写真での判別を実施。

４．活動（調査）結果

①自然観察会の実施

　実施の状況を以下のとおり写真で紹介する。

写真２（観察前に事前の説明を行っているところ）

参照

写真３（カニに触れてみる）参照

写真４（野鳥の観察を行っているところ）参照

②普及啓発活動の実施

　下敷き（資料１）とパンフレット（資料２）を作

成。

　また、写真で普及啓発活動の状況を紹介する。

資料１（下敷き）参照

資料２（パンフレット）参照

写真５（下敷きを配布：順番を待つ子供たち）参照

写真６（下敷きを配布）参照

写真７（普及啓発の話を聞く子供たち）参照

③ハクセンシオマネキ調査活動

　万之瀬川においては生息しているハクセンシオ

マネキは約１２０万個体を確認した。また、その生

息箇所を図２に示す。その活動等については写真

で紹介する。

図２参照

写真８（活動地全景）参照

写真９（活動地近景）参照

写真１０（ハクセンシオマネキの状況：白い点々が

ハクセンシオマネキ）参照

写真１１（ハクセンシオマネキ：雄・片方のハサミ

が大きい）参照

写真１２（ハクセンシオマネキ：雌・ハサミが両方

とも大きくない）参照

写真１３（活動の状況）参照

写真１４（活動の状況）参照

④クロツラヘラサギ調査活動

　冬の期間、クロツラヘラサギの渡来状況は１５羽

程度でありその羽数は過去の調査からもほぼ横ば

い状態である。その調査等については写真で紹介

する。

写真１５（活動地全景）参照

写真１６（飛翔するクロツラヘラサギ）参照

写真１７（羽を休めるクロツラヘラサギ）参照

⑤ハマボウ調査活動
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　ハマボウの生育面積は約２．５haであった。また、

その生息箇所を図３に示す。その活動等について

は写真で紹介する。

図３参照

写真１８（活動地全景）参照

写真１９（活動地近景）参照

写真２０（ハマボウの花）参照

５．考察

　自然観察会や普及啓発に関しては今までよりも

内容の濃い活動ができたと考えている。調査活動

についてはハクセンシオマネキやクロツラヘラサ

ギなどの個体数等の把握ができたことが成果であ

る。また、ハクセンシオマネキの調査を行う中で

上図のとおりハマボウの生育箇所の近くに多くが

生息している状況が見受けられた。付近では砂地

の状況等はさほど変わらないことからも落葉広葉

樹であるハマボウ生育付近では養分などの供給が

多いことが考えられ、そのことからハクセンシオ

マネキなどの生息が多くなっていることが考えら

れた。なお、当該地には古くから残る歴史的石積

（写真２１）や天然のハマグリなどを求めてくる地域

住民のいこいの場（写真２２）ともなっており、地域

の重要な自然環境となっている。

写真２１（歴史的石積：手前はハマボウ）参照

写真２２（万之瀬川の風景）参照

６．今後の課題

　今後も引き続き当該地での自然観察会実施やモ

ニタリング的活動、普及啓発活動などに力を入れ

て行き、万之瀬川の貴重な自然が次世代に残され

るように努めていきたいと考えている。

７．おわりに

　平成１６年４月に設立した当団体も２年が過ぎ、

その間に様々な活動（写真２３・２４）や本成果を収め

るにあたっては TaKaRa ハーモニストファンド

の助成を受けることができたことによるもでお礼

を申し上げる次第である。

写真２３（活動の様子がテレビ局にて放映される）

写真２４（テレビで放映される観察会の募集）
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図１　万之瀬川河口の位置図
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図２　万之瀬川河口におけるハクセンシオマネキの分布

図３　万之瀬川河口におけるハマボウの分布
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写真１

写真２

写真３
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写真４

写真５

写真６
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写真７

写真８

写真９
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写真１０

写真１１

写真１２
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写真１３

写真１４

写真１５
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写真１６

写真１７

写真１８
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写真１９

写真２０

写真２１
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写真２２

写真２３

写真２４
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資料１
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資料２
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